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一
は，自分 よ りも見知 らぬ患者の 事を考えて い る

こ とに心 を打たれ．もっ と他 に 何か 自分 の 好 きな

子 供 に 関 わ る仕事が で きた ら と思 い は じめ た．そ

し て 今回，HPS の 養成講座 を受 ける こ とが で き，

まだ HPS は 日本で は 知 られ た 資格で は ない が，

入 院 ・通 院治療が 必要 な子供 と家族 に は 不可欠な

仕事だ と思 う．将来，た くさん の 病 院で理解 され

導入 され る こ とを切に願 う．

10．子供を亡 くした母 親たちの ボラ ンテ ィ ア 活動

　　　　　　　　　　　　　　　　 坪 田起久恵

　　　（がん の 子供を守 る会　福井支部代表幹事）

　私 どもが ん の 子供 を守 る 会福井支部で は設 立 当

初 よ り小児が ん で 子供 を亡 くした家族の 交 流 会 を

開催 して きた，何 回か続 ける うちに，毎回参加 さ

れ る方が何 人か決 まっ た．友情の よ うな仲 間意識

が生 まれ た，子供 を亡 くした 親 は ，最初は その 喪

失感を癒 し，同 じ苦 しみ 悲 しみ を分 か ち合 い た い ，

人に よ っ て 時間差 は ある が ，何年か た つ と前 を向

ける の だ．子供 を亡 くした意味を今後の 人生 の 糧

にで きる の だ．そ の うちメ ン バ ー
は茶話会 だけで

な く，今闘 っ て い る 小 児が ん の 子 ど もた ち の た め

に何かボ ラ ン テ ィ ア をした い とい う気持ちが わ い

て きた．院内学級の バ ザ
ー

に 自分た ちの 手作 り品

を提供 しよ うと い うこ とにな っ た ．まだ病 院 へ 行

っ て 直接闘病中の 子 ど もたち と触れ合 うこ とは で

きな い が t 今後 も，少 しず つ い ろ ん な活動 を して

い きた い ．心が 前 向きに な っ た 母親の メ ン バ ーを

増や して，地道に活動 して い きた い ．

11，小児がん 経験者 とその 家族 を対象 としたサ マ

　 ー
キ ャ ン プの 効果 と課題

　　　　　栗原 　康輔，小早 川雄介，坪谷 　尚季

　　　　　　　　　　 （三 重大学医 学部医学科）

　　　　世古口 さや か，出口　隆生 ，堀　　浩樹

　　　　 　　　　　　 　　　　　　 駒田　美弘

　　　　 　　（三 重大学医学部附属病院　小児科）

　三 重大学医学部附属病院小 児科血 液腫瘍外来で

の 長期 フ ォ ロ ーア ッ プ の
一

環 と して 昨年に 引 き続

き，本年 8 月に小児が ん キ ャ ン プ （1泊 2 日） を

実施した ，キ ャ ン プ の 企画 ・運 営は，医療系を中

心 とする学生 ボ ラ ン テ ィ ア が ，チ ャ イ ル ドラ イ フ

ス ペ シ ャ リス ト
T 医師の 助言 を受け て 行 っ た．対

象者 は．小児科血液腫瘍外 来に通院中 の 小児が ん

経験者とそ の 家族 （き ょ うだ い も含む）で ，小児

が ん 経験者 19名，そ の 家族 27 名 （親 18名， き

ょ うだ い 9 名），学生 ボ ラ ン テ ィ ア 30名 （医学 系

19 名，看護系 9 名，その 他 2名），小児科 ス タ ッ

フ 12 名，
一

般ボ ラ ン テ ィ ア 4 名の 合計 92 名が参

加 した．キ ャ ン プ で は，レ ク リエ ーシ ョ ン ，交流

会，キ ャ ン プ フ ァ イヤt 野外調理 など の 活動 を

行 い
， 患児 ・家族 との 交流を行 っ た．キ ャ ン プ終

了後に実施 した患児 ・親 へ の ア ン ケ
ー

トよ り，キ

ャ ン プ参加前後 の 気持 ちの 変化，今抱えて い る悩

みや 心 配 に対 するサ ポ
ー

ト効果 ，病気に対する理

解 な どの 教育的支援に対する 今後の 課題 な どに つ

い て 報告 した．

12，小児が ん 患者へ の 病名告知 に対する
一
般の意識

　　 一小児 と成人 の 比較 一

　　 　　　　　　　 　　　　　　 　 坪谷 　尚季

　　 　　　　　　　 （三 重大学医学 部　医学科）

　　 　　　　　　　 　 堀 浩樹，駒 田 美弘

　　　　　　　　　　　　　　　 （同　小児科）

　小児癌患児へ の 病名告知は，近年，増加傾向に

あ る と思 われ る，我 々 の 施設 で は，こ れ まで 小児

癌患 者に対す る病名告知 に関す る調 査研 究 を継続

し て 行 っ て お り，1998 年お よび 2008年 に健康小

児 とそ の 保護者 を対象に 病気告知に 対す る 意 識調

査を実施 した．対象は ，小学校 4 年生 か ら中学 3

年生 の 児童生 徒 お よ びその 保護者 で ，1998 年調

査で は，児 童 生徒 548名，保 護 者 548名，2008

年調 査で は ，児童生徒 436 名，保護者 441 名か ら

回答 を得 た，児童生徒 へ の 「癌 にな っ た ら病名 を

知 らせ て欲 しい か」 と い う質問 に は，1998年 は

71．8％ （385／536），2008年度は 74．5％ （324／435）

の 児童生 徒が 「知 りた い 」 と回答 し て い た。一
方，

保護者へ の 「子 どもが癌 なっ た ら，病名 を伝える

か 」 と い う質問に は，1998 年は 33．0％ （169／512），

2008 年 度 は 37．9％ （167／441）の 保 護 者が 「伝 え

る」 と回答 して い た．
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